
児
童
・
生
徒
の
強
い
味
方 

「
少
人
数
学
習
推
進
教
員
」

　

勉
強
は
好
き
で
す
か
？
嫌
い
と
い
う

人
も
多
い
の
で
は
。
特
に
分
か
ら
な
い

と
こ
ろ
が
出
て
く
る
と
、
ま
す
ま
す
嫌

い
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
そ
の

よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
強
い
味
方
と
し

て
登
場
す
る
の
が「
少
人
数
学
習
推
進

教
員
」で
す
。

　

少
人
数
学
習
推
進
教
員
は
、
一
学
級

の
人
数
が
多
い
小
中
学
校
に
配
属
さ

れ
、
ク
ラ
ス
や
学
年
を
分
割
し
て
行
う

グ
ル
ー
プ
別
学
習
や
、
一
つ
の
授
業
を

複
数
の
教
員
で
行
う
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
少
人
数

学
習
は
時
間
が
有
効
的
に
使
え
、
一
人

一
人
に
合
っ
た
指
導
が
で
き
る
の
が
大

き
な
特
徴
で
す
。
少
人
数
学
習
推
進
教

員
は「
分
か
る
授
業
」で
子
ど
も
た
ち

の「
勉
強
が
楽
し
く
」な
る
の
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
授
業
中
は
教
室
内
を

回
っ
て
、全
員
の
理
解
度
を
チ
ェ
ッ
ク
。

分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
子
に
は
基

礎
問
題
で
し
っ
か
り
と
補
強
し
、
ほ
か

の
子
に
追
い
つ
け
る
よ
う
に
す
る
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
解
度
に
応
じ
た
指

導
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
授
業
の
準
備
に
は
余
念

が
あ
り
ま
せ
ん
。
教
材
を
作
っ
た
り
、

連
絡
ノ
ー
ト
を
用
意
し
た
り
。
休
み
時

間
や
給
食
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
時
間
な
ど

に
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
楽
し
い
学
校

生
活
を
送
れ
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
「
授
業
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
自

信
が
つ
い
た
」「
勉
強
が
お
も
し
ろ
く

な
っ
た
」と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
声
も
。

少
人
数
学
習
に
よ
っ
て
個
々
の
発
言
や

活
動
の
機
会
が
増
え
、
子
ど
も
た
ち
が

活
発
に
授
業
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
相
談
相
手 

「
健
康
推
進
教
員
」

　

保
健
室
の
先
生
に
は
誰
で
も
一
度
は

お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
は
ず
。

具
合
が
悪
い
と
き
、け
が
を
し
た
と
き
、

心
配
事
が
あ
る
と
き
な
ど
保
健
室
の
先

生
に
会
っ
た
だ
け
で
、
安
心
で
き
ま
し

た
。
こ
の
安
心
感
を
求
め
て
く
る
子
ど

も
た
ち
に
、
心
身
両
面
か
ら
き
め
細
か

な
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
と「
健
康
推

進
教
員
」が
配
属
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
推
進
教
員
は
養
護
教
諭
と
協
力

し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
ち
ょ
っ
と

し
た
変
化
に
も
気
付
け
る
よ
う
に
、
健

康
観
察
簿
を
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
た

り
、
保
健
室
以
外
の
場
所
で
も
積
極
的

に
声
を
掛
け
た
り
と
気
を
配
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
日
々
の
努
力
の
甲か

斐い

あ
っ

て
、
保
健
室
か
ら
出
て
い
く
子
ど
も
た

ち
は
皆
、
明
る
い
表
情
。
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の「
心
の
居

場
所
」に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
か
ら
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス 

「
小
規
模
学
校
支
援
教
員
」

　

小
規
模
学
校
支
援
教
員
と
い
う
と
イ

メ
ー
ジ
が
わ
き
ま
せ
ん
が
、
一
体
ど
ん

な
先
生
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
成
田
市
に
は
、
少
子
化
の
た
め

市
内
の
小
中
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る「
成
田
市
教
育
推
進
事
業
」も
今
年
で
9
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は「
少
人
数
学
習
推
進
教
員
」「
健
康
推
進
教
員
」と
と
も
に
新
し
く「
小
規
模
学
校
支
援
教
員
」を

配
置
。
教
育
現
場
の
頼
れ
る
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
、
彼
ら
は
今
日
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
の
ヤ
ル
気
を
伸
ば
す

成
田
市
個
性
を
生
か
す
教
育
推
進
事
業
・
小
規
模
学
校
支
援
教
員
配
置
事
業
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複
式
学
級
で
授
業
を
行
っ
て
い
る
学

校
が
あ
り
ま
す
。
複
式
学
級
と
は
2
つ

の
学
年
を
1
人
の
担
任
が
受
け
持
つ
学

級
の
こ
と
で
、
勉
強
の
内
容
は
学
年
に

よ
っ
て
違
う
の
で
、
き
め
細
か
な
指
導

が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
解
消
す
る
の
が「
小
規
模
学

校
支
援
教
員
」。
市
内
に
は
小
規
模
学

校
支
援
教
員
は
2
人
。
1
学
年
1
教
師

と
な
る
よ
う
に
配
属
さ
れ
、
担
任
の

先
生
と
合
同
で
複
数
の
学
年
を
指
導
し

て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
授
業
は
学
年

別
で
行
い
、
音
楽
や
体
育
な
ど
は
合
同

で
行
っ
て
い
ま
す
。
小
規
模
学
校
支
援

教
員
が
い
る
こ
と
で
、
個
人
に
応
じ
た

指
導
が
で
き
る
学
年
別
学
習
や
、
社
会

性
・
協
力
性
を
身
に
付
け
る
た
め
の
他

学
年
と
の
合
同
学
習
な
ど
指
導
方
法
を

工
夫
で
き
る
の
で
す
。
ま
た
、
複
数
の

教
員
で
複
数
の
学
年
を
受
け
持
つ
の

で
、
学
年
を
越
え
て
子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
に
目
が
届
き
ま
す
。

　

授
業
の
様
子
は
と
て
も
家
庭
的
。
子

ど
も
た
ち
は
頼
り
に
な
る
お
姉
さ
ん
が

側
に
い
る
よ
う
な
感
覚
で
質
問
し
、
休

み
時
間
も
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
話
を
し

た
り
。

　

複
式
学
級
を
抱
え
る
学
校
で
は
、
小

規
模
学
校
支
援
教
員
が
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※ 

く
わ
し
く
は
学
務
課（
☎
20
‐
1 

5
8
1
）へ
。

　市教育委員会では、来年度の「少人数学習推進教員」、「健康推進教員」、「小規模学校支援教

員」を募集します。採用期間は、平成21年4月1日～22年3月31日です。募集要項は「広報な

りた」12月15日号でお知らせします。あなたの力を教育現場で発揮してみませんか。

推進教員
支援教員求む！

　算数の授業で各学年2クラスを3
つのグループに分けて指導を行っ
ており、わたしは、1～3年生を担
当しています。授業をする中では、
自分の経験や技術の無さを痛感さ
せられることが多々あります。し
かし、ほかの先生方や子どもたち、
保護者の方など多くの人たちに助
けていただき、毎日頑張っていま
す。
　心掛けていることは「言い訳や妥協はしない」で物事に取り
組むことです。気持ちが逃げたり弱くならないように、常に
克己心を持つようにしています。経験や技術がない分、若さ
と情熱でぶつかっていきたいと思っています。

　1～3年生まですべての学年の数
学の授業に参加しています。授業
をしていると、数学が好きではな
い生徒は割と多いと感じます。
　数学はほかの教科よりも問題を
解けたときの喜びが大きいです。
しかし、数学を苦手と感じている
生徒は、ここに達する前に、難し
いからとあきらめてしまうことが
あります。わたしは生徒に、問題

が解けたときの達成感や数学の楽しさを分かってもらいた
いという気持ちで一人一人の学習の支援に努めています。
これからも、より多くの生徒に数学を好きだと言ってもら
えるよう頑張りたいです。

人の個性を理解できることにもつ
ながっています。
　小規模学校支援教員として半年
が過ぎましたが、児童と接している
毎日は何かしら新しい発見があり、
とても新鮮でやりがいがあります。
これからも先生方、保護者の方、地
域の方と交流・協力して日々の指導
に力を注いでいきたいです。

　わたしは小規模学校支援教員として、複式学級の授業を
単学年で実施できるよう2年生を受け持っています。自分
の担当学年はもちろんですが、休み時間や課外活動には積
極的に他学年の児童と交流して、触れ合う機会が多くなる
ように心掛けています。そうすることで、より深く一人一

て、子どもたちが安心して教室に戻
れるよう心掛けています。そのため
に、保健室のほかに休み時間や掃
除の時間、廊下ですれ違ったときな
どに声掛けをして、子どものちょっ
とした変化にも気を配るように努め
ています。今はまだ勉強中ですが、
ここで学んだことは将来、養護教諭
になったときに役立てたいです。

　公津の杜小学校に勤めて2年目を迎え、楽しみながら子ど
もの心身の成長を実感しています。
　わたしは日々の業務の中で、常に子どもの話を聞くように
しています。「頭が痛い」と言って保健室に来ても、訴えの裏に
内面的なことが隠れていたりするので、よく話を聞いてあげ

公津の杜小学校　健康推進教員　平野琴三 先生

向台小学校　少人数学習推進教員　　黒須　毅 先生下総中学校　少人数学習推進教員　岡田裕介 先生

名木小学校　小規模学校支援教員　武田佳保里 先生

推進教員＆支援教員にインタビュー
Interview

� 広報なりた2008.11.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です


